
 

 

 

令和５年３月２４日 

海 上 保 安 庁                                           

 

マレーシア海上法令執行庁に対する能力向上支援（結果概要） 
 

 

海上保安庁は、令和５年３月１２日（日）から３月１８日（土）までの間、

外国海上保安機関に対する能力向上支援の専従部門「海上保安庁モバイルコー

ポレーションチーム（MCT）」２名及び海上保安大学校教授１名を独立行政法人

国際協力機構（JICA）の枠組みでマレーシアに派遣し、マレーシア海上法令執

行庁（MMEA）職員に対する能力向上支援を実施しました。 

 

１ 実施項目 

大規模救難事案対応（MRO：Mass Rescue Operation）をテーマとしたワー

クショップ及び捜索救難想定事例研修 

 

２ 結果概要 

海上保安庁・MMEA 双方による捜索救難体制紹介、海上保安大学校教授によ

る MRO 概要説明を主としたワークショップ及び捜索救難想定事例に関するグ

ループごとの議論を実施し、両機関の相互理解を深めるとともに MMEA 職員の

大規模救難事案対応能力の向上を支援しました。 

近年、MMEA では大規模救難事案対応への体制整備と能力向上に取り組んで

いるところであり、同事案対応の現状と今後の課題について活発に議論しま

した。 

引き続き、海上保安庁は「自由で開かれたインド太平洋」の実現に向けて、

インド太平洋地域の海上保安機関への能力向上支援に取り組んでまいりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MCT による海保救難体制ワークショップ  MMEA による馬救難体制ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海保大教授による MRO研修        想定事例について議論する研修生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答                 集合写真  


